
平
成
の
時
代
が
終
わ
る
。

明
治
・
大
正
・
昭
和
と
比
べ
、

平
成
は
戦
争
が
な
か
っ
た

時
代
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。

憲
法
9
条
が
あ
っ
た
か
ら

平
和
で
あ
っ
た
と
。
一
方

で
ア
メ
リ
カ
に
守
っ
て
も

ら
っ
た
か
ら
と
も
▼
だ
が
、

家
来
と
し
て
、
参
勤
交
代

の
よ
う
に
毎
年
ア
メ
リ
カ

詣
で
で
機
嫌
を
と
り
、
基

地
を
提
供
し
て
い
る
。
本

土
に
住
む
私
達
は
、
家

来
だ
か
ら
と
い
っ
て
米
軍

が
負
担
と
日
常
的
に
感
じ

る
こ
と
は
少
な
い
。
苦
難

が
沖
縄
に
集
中
し
て
い
る

に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
そ

の
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
▼
普
天
間
か
辺
野
古

か
の
二
者
択
一
の
議
論
は
、

普
天
間
の
問
題
が
戦
争
に

よ
っ
て
奪
わ
れ
た
県
民
の

土
地
を
早
く
無
条
件
返

還
し
て
元
に
戻
す
こ
と
が

道
理
▼
新
し
い
基
地
が
必

要
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

ど
こ
に
造
れ
ば
い
い
の
か

日
本
全
体
で
考
え
る
べ
き

で
、
こ
れ
以
上
基
地
は
必

要
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ

ば
、
未
来
の
子
ど
も
達
の

た
め
に
も
辺
野
古
新
基
地

を
止
め
な
け
れ
ば
と
思
う
。

も
っ
と
沖
縄
に
寄
り
添
い

な
が
ら
。　
　
（
T
・
M
）

体
温
計

訪問看護ステーション
訪問看護ステーション

居宅介護支援事業所
居宅介護支援事業所
居宅介護支援事業所
生協ホームヘルプサービス

健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。 健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。
☎(0985)24-6877

☎(0985)23-0050
☎(0985)58-1222
☎(0985)52-6715
☎(0982)26-7100
☎(0985)23-7728
☎(0982)31-1442
☎(0985)24-8538
☎(0985)24-6545
☎(0982)31-1453
☎(0982)26-2536
☎(0985)23-7168

宮崎医療生活協同組合

「おげんきですか」へのご意見・ご感想をおよせください。 Eメール：mcoop1030@ray.ocn.ne.jp
クイズの答えはEメールでも
受け付けております→

FAXFAX　29-483929-4839

FAXFAX　23-030323-0303
FAXFAX　58-311058-3110
FAXFAX　51-900451-9004
FAXFAX　26-710126-7101
FAXFAX 24-051524-0515
FAXFAX　31-145231-1452
FAX　24-0515
FAX　29-4839
FAX　31-1452
FAX　31-1452
FAX　26-1944

FAX　29-4839

FAX　23-0303
FAX　58-3110
FAX　51-9004
FAX　26-7101
FAX　24-0515
FAX　31-1452
FAX　24-0515
FAX　29-4839
FAX　31-1452
FAX　31-1452
FAX　26-1944

駐車場のご案内 2019年1月より生協病院北側（正面玄関側）駐車場は、附属棟建設工事のためご利用になれません。
患者・組合員様は西側駐車場をご利用頂きますようご協力をお願い申し上げます。

居宅介護支援事業所 ☎(0982)31-1453 FAXAX 1-131-1452居宅介護支援事業所
生協ホームヘルプサービス

(098 )3 53
☎(0982)26-2536
☎(0985)23-7168

FAXAX 1-1431-14525
FAX 4426-1944

午
前
中
の
内
科
予
約
外
来
の
患
者
様
の
み
、
自
動
受
付
が
で
き
ま
す
。

　

1
月
7
日
か
ら
宮

崎
生
協
病
院
附
属
棟

の
建
設
工
事
が
は
じ
ま

り
ま
し
た
。建
設
工
事

期
間
中
の
安
全
を
祈

願
し
て
、1
月
9
日
地

鎮
祭
を
行
い
ま
し
た
。

2
0
1
9
年
12
月

に
生
協
病
院
附
属
棟
が

完
成
し
、そ
の
後
旧
棟

の
院
内
工
事
を
行
い
、2
0
2
0
年
4
月
に
生
協
病

院
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る
計
画
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
組
合
員
さ
ん
と
手
と
手
を
取
り

合
い
、地
域
に
求

め
ら
れ
る
医
療

を
目
指
し
ま
す
。

な
お
、
工
事
期

間
中
は
病
院
の

出
入
り
や
駐
車

場
な
ど
の
ご
迷

惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、ご
協
力

を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

2019年1月より生協病院北側（正面
玄関側）駐車場は、附属棟建設工事のた
めご利用になれません。患者・組合員様
は西側駐車場をご利用頂きますようご協
力をお願い申し上げます。

●駐車場のご案内●●駐車場のご案内●●駐車場のご案内●●駐車場のご案内●●駐車場のご案内●●駐車場のご案内●

宮
崎
生
協
病
院
は
、『
病
院
の
利

用
し
や
す
さ（
利
便
性
の
向
上
）』、

『
待
ち
時
間
の
短
縮（
満
足
度
の
向

上
）』、『
個
人
情
報
の
保
護
』
を
目

的
に
、
11
月
1
日
か
ら〝
自
動
受
付
〞

〝
自
動
精
算
機
〞を
導
入
し
ま
し
た
。

〝
自
動
受
付
〞は
午
前
中
の
内
科
予

約
外
来
の
患
者
様
が
対
象
で
す
。
予

約
外
の
内
科
外
来
・
外
科
・
小
児

科
の
患
者
様
は
、
今
ま
で
通
り
窓
口

に
て
受
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

自
動
受
付
お
よ
び
窓
口
に
て
受
付

を
行
う
と
、
番
号
の
つ
い
た〝
受
付

票
〞が
発
行
さ
れ
ま
す
。〝
受
付
票
〞

を
各
診
療
科
の
看
護
師
に
お
渡
し
く

だ
さ
い
。
内
科
外
来
で
は
、
電
子
掲

示
板
に
受
付
番
号
を
表
示
し
ま
す

が
、
診
察
は
順
番
通
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま

た
、患
者
様
の
状
態
や
検
査
の
有
無
、

救
急
患
者
の
搬
入
な
ど
で
、
診
察
の

順
番
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

予
約
の
患
者
様
は〝
1
〞番
か
ら
、

予
約
以
外
の
患
者
様
は〝
9
0
0
1
〞

番
か
ら
電
子
掲
示
板
に
番
号
が
表
示 示示示示示示示

掲
示
掲掲
子子子子
電
子
電電
子
電
子子
、、、、、
みみ
の
みみ
の
み
の
み
のののののの
来来
の
来来来
外
来来
外外外外外
科
外外
科
外

内内内内内内
科
外
来
の
み
、電
子
掲
示示示示示示示
掲掲
示
掲
子
掲
子
掲掲
子子
掲
子
掲
子
電電
子
電電
子
電電電、電
みみみみ
の
み
の
みみ
のののの
来
の
来
のの
来来来来
外
来
外
来来
外外外外
科
外
科
外外
科科科科
内
科
内
科科
内内内内内

示示示示示示示
表
示
表表表
をを
表
を
表表
を
表
をを
号
を
号号
をを
号
番番番番番番番
付
番
付
番
付付付付付付付付
受受受受
ににににに
板板板板板板板板板
に
受
付
番
号
を
表
示示示示示示
表表表表表表表表
を
表
をををを
表

番
号号号号
番
号
番
付
番番番番
付
番番
付
受
付付付付
受
付
受
に
受受受受
に
受受

板
にににに
板板板板板板板板内
科
外
来
の
み
、電
子
掲
示

板
に
受
付
番
号
を
表
示

内
科
外
来
の
み
、電
子
掲
示

板
に
受
付
番
号
を
表
示

内
科
外
来
の
み
、電
子
掲
示

板
に
受
付
番
号
を
表
示

会
計
は
、
自
動
精
算
機
と
窓
口

会
計
の
2
通
り
が
あ
り
ま
す
。
会
計

掲
示
板
に
受
付
票
の
番
号
が
表
示
さ

れ
た
患
者
様
は
自
動
精
算
機
を
ご

利
用
で
き
ま
す
が
、
番
号
に
グ
レ
ー

色
が
表
示
さ
れ
た
患
者
様
は
ご
利

用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
窓
口
会
計
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
処
方

いいいいい
さ
いい
ささささささささ
だ
さ
だ
さ
だ
ささ
だだだだ

て
く
だ
く
だ
く
てててて
くくくく
て
く
て
けけけけけけけけ
か
けけ
かかかか
を
かか
をを
かか
をを
かか
を
声
を
声
を

ははははは
点
は
点点
な
点点
なな
点点点
なななななな
明
なな

不不不不不不不不不不不不
ごごごごごごごごごごごごご
不
明
な
点
は
声
を
か
け
て
く
だ
さ
いいいいいいいい
さささささ
い
ささ
だだだだだ
さ
だだ
くくく
だ
くく
ててて
く
てて
けけけけけ
て
けけ
かかかかか
け
かか
ををををを
か
をを
声声声
を
声声
を
声声
ははは
声
はは
声
はは
点点点
は
点点
は
点点
ななななな
点
なな
明明明
な
明明
な
明明
不
明
不不
明
不不
ごご
不
ごごごごご
不
明
な
点
は
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い

ご
不
明
な
点
は
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い

ご
不
明
な
点
は
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い

すすすすすすす
ま
すすす
ままま

あ
り
まま

ああ

まま
りりり
ああ
り
ああああ
りりり

２
通
２２２２
はははははは
計
は
計
ははは
計計
会
計計計計計
会会会会会会会
計
は
２
通
り
あ
り
ま
す
ま
すすすすす
ま
す

り
まままま
り
まま

あ
りりりり
あ
り
あ
り
ああああ
り
ああ

通
り
通通
り
通通
２
通
２２
通
２
通

は
２
ははは
２
はは
計
は
計計計
は
計計
は

会
計
会会会
計
会会
計
会会会会
計
は
２
通
り
あ
り
ま
す

会
計
は
２
通
り
あ
り
ま
す

会
計
は
２
通
り
あ
り
ま
す

箋
の
あ
る
患
者
様
は
領
収
書
の
下
段

に〝
お
薬
引
換
券
〞が
、
な
い
患
者
様

は〝
お
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
〞と
の
印
字

が
あ
り
ま
す
。〝
お
薬
引
換
券
〞の
患

者
様
は
、
窓
口
に
て
処
方
箋
を
お

受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

〝
自
動
受
付
〞〝
自
動
精
算
機
〞が

稼
働
し
て
３
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
が
定
着
し

て
お
ら
ず
、
患
者
様
に
は
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご

意
見
を
取
り
入
れ
改
善
に
努
め
ま

す
の
で
、
ご
不
明
な
点
は
職
員
ま
で

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

（
宮
崎
生
協
病
院　

医
事
課
）

午前中の内科予約外来の
患者様

内科、外科、小児科の看護師へ
内科予約、検査予約の方は予約コーナーへ

（受付番号を電子表示するモニターがあるのは内科だけです）

診察、採血、エコー、レントゲン、
胃カメラ、検査や点滴などの処置

※受付票（番号つき）は
捨てず、お持ちください。
診察や検査、会計は、
受付票の番号でお呼
びします。

自動受付　会計の流れ
（イメージ図）

予約以外の内科・外科・小児科の
患者様

会　　計

自動受付機 受付窓口職員

・受付票発行（番号つき）
・受付票を自分でファイルに
入れて保険証と一緒に受付
窓口に提出してください。

・受付票発行（番号つき）
・受付票を自分でファイルに
入れて保険証と一緒に受付
窓口に提出してください。

・受付票発行（番号つき）
・受付票を自分でファイルに
入れて保険証と一緒に受付
窓口に提出してください。

・受付票発行（番号つき）
・受付票（ファイルに入れます）
・受付票発行（番号つき）
・受付票（ファイルに入れます）
・受付票発行（番号つき）
・受付票（ファイルに入れます）

会計表示板に自分の受付票
番号がある場合は自動精算
機へ。”お薬引換券”が印字
された領収書が発行された
方は、窓口にお越しください。

会計表示板に自分の受付票
番号がある場合は自動精算
機へ。”お薬引換券”が印字
された領収書が発行された
方は、窓口にお越しください。

会計表示板のグレーの部分
に自分の受付票番号がある
場合は、自動精算機はご利用
できません。窓口会計にお越
しください。

会計表示板のグレーの部分
に自分の受付票番号がある
場合は、自動精算機はご利用
できません。窓口会計にお越
しください。

《処方箋のある患者様》

《処方箋のない患者様》

自動受付機自動受付機内科外来電子掲示板内科外来電子掲示板

自動精算機自動精算機

会計掲示板会計掲示板

工事の安全を祈願する遠藤豊院長工事の安全を祈願する遠藤豊院長

（
応
募
数
23
通
）

（
正
解　

18
通
）

　

全
国
に
は
1
0
5
の
医
療
福
祉
生
活
協
同
組
合
が

あ
り
ま
す
。九
州
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
宮
崎
医
療
生

活
協
同
組
合
を
は
じ
め
、
鹿
児
島
医
療
生
活
協
同
組

合
、
奄
美
医
療
生
活
協
同
組
合
な
ど
10
の
医
療
生
協

が
あ
り
、
医
療
や
介
護
、
健
診
、
組
合
員
活
動
な
ど
を

通
し
て
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。全
国

に
あ
る
医
療
生
協
の
内
、①
か
ら
⑩
の
都
道
府
県
名

を
左
記
か
ら
答
え
て
く
だ
さ
い
。

〒
8
8
0
ー

0
8
2
4

宮
崎
市
大
島
町
天
神
前
一
一
七
五
ー

三

　

宮
崎
医
療
生
活
協
同
組
合

「
生
協
ク
イ
ズ
」
係
宛

※
名
前
の
書
き
忘
れ
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

郵
便
は
が
き
に
、
答

え
、住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
ご
記
入
の
う
え
、

下
記
の
宛
先
ま
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。ま
た
、Ｅ

メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。「
お
げ
ん

き
で
す
か
」を
読
ん
で
の

ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
も

お
書
き
く
だ
さ
い
。正
解

者
の
中
か
ら
抽
選
で
５

名
の
方
に
図
書
カ
ー
ド

を
差
し
上
げ
ま
す
。〆
切

は
２
月
28
日
で
、
当
選

者
は
４
月
号
の
紙
面
で

発
表
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

【
送
り
先
】

【
１
月
号
の
答
え
】

【
12
月
号
当
選
者
】

生
協
ク
イ
ズ

生
協
ク
イ
ズ

生
協
ク
イ
ズ
（No.177)（No.177)

（
出
題　

編
集
委
員
会
）

①
ト　

②
ヘ　

③
ホ　

④
ニ

⑤
ハ　

⑥
ロ　

⑦
イ

手
塚　
　

治
さ
ん（
延
岡
市
）

赤
木

順
一
さ
ん（
宮
崎
市
）　

荒
矢

理
恵
さ
ん（
宮
崎
市
）

佐
藤

千
絵
さ
ん（
宮
崎
市
）

佐
藤

和
子
さ
ん（
宮
崎
市
）

①
酒
田
健
康
生
活
協
同
組
合

②
浜
通
り
医
療
生
活
協
同
組
合

③
八
王
子
保
健
生
活
協
同
組
合

④
な
が
お
か
医
療
生
活
協
同
組
合

⑤
西
濃
医
療
生
活
協
同
組
合

⑥
出
雲
医
療
生
活
協
同
組
合

⑦
新
居
浜
医
療
福
祉
生
活
協
同
組
合

⑧
ろ
っ
こ
う
医
療
生
活
協
同
組
合

⑨
け
い
は
ん
医
療
生
活
協
同
組
合

⑩
筑
後
保
健
生
活
協
同
組
合

（
ア
）福
島
県　
（
イ
）新
潟
県　
（
ウ
）島
根
県

（
エ
）兵
庫
県　
（
オ
）福
岡
県　
（
カ
）山
形
県

（
キ
）東
京
都　
（
ク
）岐
阜
県　
（
ケ
）愛
媛
県

（
コ
）大
阪
府

さ
れ
ま
す（
外

科
・
小
児
科

外
来
に
は
、

電
子
掲
示
板

は
あ
り
ま
せ

ん
）。
診
察
の

患
者
様
は
、

看
護
師
が
番

号
で
お
呼
び

し
ま
す
。
な

お〝
受
付
票
〞

は
会
計
時
に

も
必
要
で
す

の
で
、
最
後

ま
で
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

左手前が“附属棟”完成模型左手前が“附属棟”完成模型

遠藤･高田･中島（循環器内科）、古谷（消化器内科）、高橋聡･永友（呼吸器内科）、植野（糖尿病内科）、浜田･高橋麻里子（内科･リハビリ）、
山岡･葉山･末岡（外科・肛門外科）、山元･上野･愛甲･久保（小児科）、堀・加藤（後期研修医）、黒木･合田・當瀬・日高・林（初期研修医）

月

火

水

木

金

土

内 科
午　　　前

一　般
1診 2診 3診

一　般
1診 2診 3診4診 5診

予　約　制 予　約　制

受付　8：00～11：00
診療　8：30～12：00

受付
17：00～
　  19：30
診療
17：30～
　  20：00

受付
8：00～11：45

診療
8：30～12：30

受付
8：00
　～11：45
診療
8：30
　～12：30

特診

アレルギー
（要予約）

特診

脳波
神経

（要予約）
（要予約）

受付
16：30～
　　19:00
診療
17：00～
　19：30

14：00
～

17：00

13：30
～

16：30
（要予約）

13：45
～

16：15

受　付
13：30～16：30
診　療

14：00～17：00
交替制

第1･3･5週
山岡又は葉山

第2･4週
末　岡

午　前 午　前 午　　後

乳児健診外　来 予防接種

夜　間
午　　後 夜　間

外　科 小　　　児　　　科

交替制

遠　藤

浜　田

遠　藤

遠　藤

交替制

古　谷

植　野

古　谷

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

遠　藤

高　田

遠　藤

高　田

中島徹

1週：高田
2週：高橋聡
3週：植野
4週：永友

1診:山元
2診:愛甲

1診:久保
2診:山元

1診:山元
2診:久保

1診:愛甲
2診:久保

1診:上野
2診:愛甲 山元

予約のみ17:00～18:00
遠　藤

夜間一般17:30～20:00
交替制

予約のみ18:00～19:00
高　田 休　　　診

休　診

宮崎市大島町天神前1171
☎0985（24）6877

交替制

上　野交替制

浜　田

山　岡

葉　山

山　岡

久　保

愛甲　
／
　山元

上　野

山　元

久　保

交替制

上　野 愛甲

愛甲

交替制

愛甲又は
山元

交替制交替制

交替制 久　保

久　保

上　野

愛　甲

交替制

山　元葉　山

浜　田

第1・3・5週は休診
第2・4週14：00～15：00
交替制

15：00～17：00
小　牧

13：30～17：00

高橋聡

ペースメーカー外来
遠　藤

交替制

交替制

休　診 休　診 休　診 休　診

◎
病
院
及
び
医
師
の
都
合
上
、
右
表
の
と
お
り
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

三　宅

三　宅

三　宅

三　宅

三　宅

三　宅

午　前
8：30～12：30
（受付11：30）まで

三　宅

休 診（往 診）

三　宅
17：00～19：00

休 診（往 診）

三　宅

休　診

午　後
16：00～
18：00まで

第1土曜休診

宮崎市大塚町大迫南平4401　☎0985（52）6715

●土曜日夜間の内科・
小児科外来は休診です。

●診療科は内科。●火曜、水曜、金曜の13：30～15：00までは往診。

入居者を募集しています。入居希望の方は、各介護施設または介護事業部（0985）23-7168
（介護部長　大田原良治）までご連絡ください。

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-55-0025

小規模多機能ホーム

宮崎市大島町国草142-2
ＴＥＬ 0985-75-0700

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅

宮崎市祇園3丁目195番地
ＴＥＬ 0985-61-7720

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅

夜　間
17：00～19：00
（受付18：45）まで

月

火

水

木

金

土

午　前 午　後診
療
時
間

生協病院
からの支援

休診になる場合があります。

休診（往診）

休診（往診）

 8：30～12：30
（受付12：00）まで

宮崎市和知川原2丁目25-1　 ☎0985（23）0050

●
午
後
は
往
診
等
の
為
診
察
は

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-52-2225

グループホーム

グループホーム にじの樹　　　
TEL 0985-35-6022

デイサービス和知川原　　　
TEL 0985-32-3414

れいんぼう会館
宮崎市和知川原２丁目25-1

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

中　村

中　村

中　村
（高　田）

中　村

中　村

中　村

中　村

休 診（往 診）

中　村

中　村

中　村

休　診

午　前 午　後
15：00～
18：00まで

第1週のみ15：00～18：00
第2･3･4･5週は16：30～19：00 月曜日

　～土曜日
9：00～15：30

通所介護
デイサービス

8：45～12：30
（受付12：00）まで

宮崎市大字熊野1613　☎0985（58）1222

◎介護保険の申請や相談については上記の居宅介護支援事業所に
お問い合わせください。

延岡市浜砂1丁目5番6号宮崎市和知川原2丁目25-1

☎0985（24）8538

☎0985（23）7728

・居宅介護支援事業所

・訪問看護ステーション

☎0982（31）1453

☎0982（31）1442

☎0982（26）2536

・居宅介護支援事業所

・訪問看護ステーション

・ホームヘルプサービス

受付　13：30～16：00
診療　14：00～17：00

8：30～10:00

第1・3・5
（高橋聡）
第2・4
（永友）

8：30～10:00
堀

11：00～12:00
高橋麻里子

14：00～15:00
交替制

15：00～17:00
小　澤

13：30～17:00

高橋聡
14：00～15:00

高橋麻里子

13：30～17:00

永　友
15：00～17:00

加　藤

２月は、クリニック診療に一部変更があります。ご理解とご協力をお願いします。

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

末　岡

末　岡

末　岡

休　診

末　岡

休　診

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

午　前 午　後
15：00～
17：30まで

月曜日
　～土曜日
9：30～16：00

通所介護
デイサービス

9：00～12：30
（受付12：00）まで

延岡市浜砂1丁目5-17　☎0982（26）7100



組合員の転居及び氏名変更、お亡くなりになられた場合は宮崎医療生協（電話０９８５－２３ー７１６８）までご連絡ください。

健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。 健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。

「高齢者の生活実態
　アンケート」を実施
「高齢者の生活実態
アンケート」を実施

「高齢者の生活実態
アンケート」を実施

「高齢者の生活実態
　アンケート」を実施
「高齢者の生活実態
　アンケート」を実施

　二人以上の世帯と単身世帯を合わせた総世帯のうち、世帯主が高齢者（65歳以上）の無職世帯
の平成24年度の1世帯当たりの1ヶ月の家計収入（税込み収入）は月平均約18.6万円。一方生
活費などの消費支出と税金などの非消費支出を合わせた支出は、寒冬・猛暑による冷暖房の需要
や水光熱などが増えたことから前年に比べ5千円増加し、月平均22.6万円となりました。その結果、
家計収入は約4万円の赤字となり、不足分は預貯金などの取り崩しなどで賄われています。

（総務省統計局が実施している調査の結果から）
　アンケートを通して60％以上の方が、３万円以上の増収を望んでいました。

都
北
支
部
の
若
宮
洋
子
さ

ん
は
、
支
部
の
運
営
委
員
と

し
て
仕
事
を
し
な
が
ら
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
趣
味
は
料
理
や
山

登
り
な
ど
で
、
誠
実
で
気
さ

く
な
お
人
柄
で
す
。
支
部
行
事
の
司
会
、
組
合
員
の
つ

ど
い
の
バ
ザ
ー
で
は
手
作
り
の
お
菓
子
な
ど
好
評
で
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
コ
ー
プ
み
や
ざ
き
都
北
店
で
の

健
康
チ
ェ
ッ
ク
に
も
協
力
さ
れ
て
頼
り
に
さ
れ
て
い
ま

す
。
班
会
で
は
、
い
ろ
ん
な
話
題
で
盛
り
上
げ
て
く
れ

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
支
部
活
動
を
一
緒
に
前
進
さ
せ
る

た
め
に
も
宜
し
く
ね
。（
都
北
支
部
運
営
委
員
会
）

《
お
問
い
合
わ
せ
》
組
織
部
０
９
８
５
・
３
１
・
９
０
５
５

〜
配
布
協
力
員
紹
介
〜

〈
俳
句
〉
　
　
　
福
田
登
喜
子（
新
富
町
在
住
）

十
九
の
娘
笑
み
て
手
を
出
す
お
年
玉

波
頭
洗
濯
岩
を
洗
う
春

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
は
、
12
月
11
日（
火
）
宮
崎
医
療

生
協
本
部
会
議
室
に
て
、
憲
法
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。
講

義
を
聞
く
ま
で
は「
憲
法
九
条
は
日
本
の
宝
だ
ね
」
と
言
い
な

が
ら
も
詳
し
く
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
講
師
の
森
崎
志
津

子
さ
ん（
綾
絵
本
の
会「
ま
ん
ま
る
」
代
表
）
は
自
作
の
紙
芝

居
や
パ
ネ
ル
を
使
っ
て
、
憲
法
の
大
切
さ
や
必
要
性
を
分
か

り
や
す
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

憲
法
九
条
だ
け
で
は
な
く
、
安
倍
首
相
は
今
の
憲
法
そ
の

も
の
を
自
民
党
草
案
で
う
ま
く
変
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。『
憲
法
は
国

民
の
た
め
に
あ
る
も
の
で
す
』
安
倍

首
相
が
考
え
て
い
る
戦
前
体
制
の
憲

法
に
な
っ
た
ら
大
変
で
す
。
私
た
ち

が
で
き
る
こ
と
は
署
名
等
を
通
し
て

〝
憲
法
を
守
ろ
う
活
動
〞で
す
。
ね
ば

り
強
く
今
の
憲
法
の
大
切
さ
を
訴
え

続
け
ま
し
ょ
う
。
多
く
の
人
た
ち
に

聞
い
て
欲
し
い
学
習
会
で
し
た
。

（
東
部
支
部　

長
友
征
子
）

憲
法
学
習
会

憲
法
学
習
会

憲
法
学
習
会

憲
法
学
習
会

憲
法
学
習
会

多
く
の
人
た
ち
に
聞
い
て
欲
し
い

ひ
ろ
こ

＜アンケート項目＞

◆アンケート数

◆アンケート結果 （全体を通して）

◆これからの暮らしに向けての意見や要望 （抜粋）

◆アンケートを通して

問1）　年齢を教えてください
問2）　主たる収入は何ですか
問3）　月平均の収入（年金・勤労収入などを含む）を教えてください
問4）　1年前と比べて今の生活を教えてください
問5）　1年前と比べて収入はどうなりましたか
問6）　家計の中で負担が大きいと感じる項目は何ですか。3つ選んで○をつけてください
問7）　家計の中で節約している項目は何ですか。3つ選んで○をつけてください
問8）　月々の家計の状況を教えてください
問9）　いくら収入が増えれば、生活（家計）は楽になりそうですか。必要最少額を教えてください
問10） 生活のなかで心配なことは何ですか。3つ選んで○をつけてください
問11） これからの暮らしに向けての意見や要望を聞かせてください

60歳代：72名　　70歳代：201名　　80歳代：76名　　90歳代：12名　《合計：361名》

①一人所帯になっても、安心して暮らせる社会を（70歳代）

②消費税が10％、高齢者医療費負担が2割に引き上げられたら、今後の暮らしに不安を感じます（70歳代）

③年金は減少するのに消費税が上がると、ますます暮らしが困る。もうこれ以上節約できません（60歳代）

④医療費、介護保険、国保税は上がり年金が減っているのに物価は上がる。その分高齢になっても働かな
ければならないが、就労の場が少ない（70歳代）

⑤国民が等しく健康で豊かな生活が送れるような政治を望みます（70歳代）

アンケートを通して、高齢者生活の実態、暮らしに向けての意見や要望を把握することができました。
すべての高齢者が住み慣れた土地（環境）で、安心して過ごせる暮らしづくりを目指し取り組みます。

　（宮崎県高齢期運動連絡会事務局　田中裕人）

◎主たる収入は、年金のみが277名で、全体の76.7％でした。

◎月平均の収入は、11～15万円が93名（全体の25.7％）、16～20万円が88名（全体の24.3％）、6～
10万円が74名（全体の20.4％）の順でした。

◎1年前と比べて今の生活は、「変わらない」が209名（全体の57.8％）、「少し苦しくなった」が101名
（全体の27.9％）でした。

◎1年前と比べて収入は、「減った」が172名（全体の47.6％）、「変わらない」が174名（全体の48.1％）
でした。

◎家計の中で負担が大きいと感じる項目は、食費、水光熱費、年金・保険料、医療費を多くの方が感じて
いました。

◎一方で、家計の中で節約している項目は、食費、被服費、水光熱費、教養娯楽費、交際費の順でした。

◎月々の家計の状況は、249名（全体の68.9％）の方は、何とかやりくりして生計を立てています。

◎「いくら収入が増えれば、生活（家計）は楽になりそうですか」の項目では、5万円以上が131名（全体
の36.2％）、3万円が91名（全体の25.2％）を占めました。

◎生活のなかで心配なことでは、「健康の問題・病気や介護」が圧倒的に多く、温暖化による「自然災害」、
2019年10月開始予定の「消費税増税」も生活に結びつく問題として、多くの方が心配していました。

問３　月平均の収入（年金・勤労収入などを含む）を教えてください

■ 系列１

1~5万円 6~10万円 11~15万円 16~20万円 21~25万円 26万円以上

100
90
80
70
60
50
40
30
20
10
0

問６　家計の中で負担が大きいと感じる項目は何ですか。3つ選んで○をつけてください

■ 系列１

食費 住居・家賃 水光熱費 医療費 介護費 被服費 教養
娯楽費

交際費 交通費 年金・
保険料

300

250

200

150

100

50

0

問７　家計の中で節約している項目は何ですか。3つ選んで○をつけてください

■ 系列１

食費 住居・
家賃

水光熱費 医療費 介護費 被服費 教養
娯楽費

交際費 交通費

250

200

150

100

50

0

問９　いくら収入が増えれば生活（家計）は楽になりそうですか。最少額を教えてください

■ 系列１

1万円 ２万円 ３万円 ４万円 ５万円以上 増えなくてもよい

140

120

100

80

60

40

20

0

問10　生活の中で心配なことは何ですか。3つ選んで○をつけてください

■ 系列１
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＜報告・承認事項＞

①12月度の組合員増やしは153名（目標124名）、出資金増資は630.3万円（目
標418万円）。班づくり0班、班会開催76回でした。また、「健康づくり委員長
会議」、「九州沖縄組合員活動交流集会実行委員会」の報告、健康チェックサポー
ターの育成、健康ウォークの準備状況の報告もありました。
②平和と社会保障を守る取り組みについて、「辺野古基地建設土砂投入」「沖縄県
県民投票」、「福島原発自主避難への賠償確定」、「原子力関連79施設廃止に
1.9兆円」、「社会保障削減自然増1200億円圧縮へ」、「新田原基地米軍受け
入れ整備費114億9300万円」、「宮崎市歯科受診の呼びかけ」などについて
意見交換しました。さらに「辺野古新基地建設工事の中止と普天間基地無条件
撤去を求める署名」、「75歳以上の医療費負担の原則2割化に反対する請願署
名」に引き続き取り組むことを確認しました。また、「消費税を10％にさせない
署名」は今後提案する予定です。
③11月の法人の経常利益は207.2万円（予算差▲1,498.8万円）、累計では＋
4,052万円（予算比62.1％　予算差▲1,205万円）の到達でした。
④「おおつか生協クリニック」の業務監査報告がありました。
⑤れいんぼう会館の改修にともなう長期借入金について提案がありました。

＜審議・決定事項＞

①12月度事業所活動について。
②12月度医療安全管理委員会について。
③12月度宮崎生協病院利用委員会について。
④12月度県連介護事業所責任者会議について。
⑤12月度経営協議会について。
⑥第29期第12,13,14回常勤理事会について。
⑦宮崎民医連第10期第8回理事会について。
⑧県社保協第7回幹事会について。
⑨人事について。
⑩宮崎生協病院周辺の安全対応（中間報告）について。
⑪その他
以上、報告承認しました。

■新規加入者  １５３名（12/1～12/31）

■出 資 金  ５億８,１７５ 万円

■班　　　数  ３０７ 班

今、宮崎医療生協は 2018年12月末現在

■総組合員数  ５０,２３４ 名

■平均出資金  １１,５８１ 円

■               ２０,７２１ 部おげんきですか
手配り配布数

◎自動精算機を利用しても処方箋を会計で受け取るのは二度手間である。
職員が金銭を扱いたくないという意図であるなら患者に負担を増やす
対応であり、すぐにやめて欲しい。

1月度宮崎生協病院利用委員会1月度宮崎生協病院利用委員会虹の声虹の声虹の声

み ん な の 声
◎みんなで開院した“生協クリニックのべおか”が10周年。毎年の特定健
診、デイサービスの演芸などで訪問しています。（延岡市Ｔさん男性）

○会計窓口の混雑を避けるために自動精算機を設置し
ております。どちらをご利用になられても大丈夫で
すが、混雑時に多くの患者様が会計窓口をご利用に
なられますと更なる待ち時間が発生致します。状況
に応じたご利用をお願い致します。

宮崎
医療生協

９０歳代のご夫婦の事例です。お二人は、共に介護が必要な状態となり、
食事や入浴も満足にできず、自宅に引きこもって生活していました。地域包
括支援センターを通して相談をいただき、デイサービスの利用を提案。リハ
ビリや入浴の支援を受け、外出や入浴もできるようになりました。食事は宮
崎市が行う生活支援配食
サービス事業の手続きを
行うことで夕食の宅配を
受け、栄養管理もできる
ようになりました。必要
な支援の提供で、お二人
は自宅での生活を続ける
ことができるようになり
ました。

宮崎医療生協は、医療や介護の社会保障制度の充実を求めています。高
齢になっても誰もが安心して生活できる、過ごせる社会を目指して私たち
は運動を続けたいと思います。また、介護現場は慢性的な人手不足が大きな
課題です。その要因としては、他の産業と比較して労働条件（特に収入面）が
劣悪であると言われています。「介護」という社会にとって必要な業務に誇
りをもって取り組むことができるような社会を希望します。

（居宅介護支援事業所れいんぼう所長　落合邦博）

＜利用者の事例紹介＞＜＜＜利利用用利利用利利＜ 用用者の者のの者の者者者の事の 例事例紹例事例例事事事 紹例紹介介＞介介介紹介紹紹 ＞介＞＞＜＜利用用利用＜利利利 のの者者の事の者者者者の 例紹例事例紹例紹事事事事例 介＞介紹介＞紹紹介紹介介＞＞＜利用者の事例紹介＞ ＜国や自治体への要望＞＜＜＜国国やや国国や＜国国＜ やや 治自治治自治自自や自治治 へ体へのへ体へへ体体体へのへ 要要望要望要要の要のの 望要望＞＞＞＞望＞望望＜＜国やや国や＜＜国国国 治治自自治体治や自自治 へへ体体へへ体体体体へ 要望要要望望のの要の要要 ＞望＞望望＞＞＞＜国や自治体への要望＞

介
紹

６名のケアマネージャー

利用者宅での面談 ＊写真は事例紹介と異なります。

居宅サービス計画書（例）

居宅介護支援事業所は、ケアマネジャー（介護支援専門員）を配置している事業所です。ケ
アマネジャーは、介護が必要な方がご自宅でその人らしい生活を送ることができるように、
ご希望や心身の状況を確認しながら、適切なサービスを利用できるよう、ケアプラン（居宅
サービス計画）を作成します。また、介護保険の申請の代行や介護サービス事業者、関係機関
（病院や行政など）との連絡・調整などを行います。

居宅介護支援事業所は、ケアマネジャー（介護支援専門員）を配置している事業所です。ケ
アマネジャーは、介護が必要な方がご自宅でその人らしい生活を送ることができるように、
ご希望や心身の状況を確認しながら、適切なサービスを利用できるよう、ケアプラン（居宅
サービス計画）を作成します。また、介護保険の申請の代行や介護サービス事業者、関係機関
（病院や行政など）との連絡・調整などを行います。

居宅介護支援事業所は、ケアマネジャー（介護支援専門員）を配置している事業所です。ケ
アマネジャーは、介護が必要な方がご自宅でその人らしい生活を送ることができるように、
ご希望や心身の状況を確認しながら、適切なサービスを利用できるよう、ケアプラン（居宅
サービス計画）を作成します。また、介護保険の申請の代行や介護サービス事業者、関係機関
（病院や行政など）との連絡・調整などを行います。

＜居宅介護支援事業所とは＞＜＜居居＜居＜居居 介宅介介宅介宅宅宅介介 支護支援支護支支護護護支援支 事事業事業事事援事援援 業事業所所とと所所と業所業所業 ととは＞＞は＞ははは＞＜居居＜居居＜＜ 介介宅宅介護介居宅宅宅宅介 支支護支援支援護護護護支 事業事援事業業援援事援事事 所と所と業所とと業業所所所 ＞＞はは＞とはははは＞＜居宅介護支援事業所とは＞
居宅介護支援事業所れいんぼうは、男性３名、女性３名、
計６名のケアマネジャーで運営しています。内、５名は主任
介護支援専門員の資格を所有し、より質の高いケアマネジ
メントを提供できるように、日々研修会への参加や利用者の
カンファレンス、学習会を開催し、質の向上に努めています。
＊主任介護支援専門員とは、５年以上の実務経験があり一定の研

修を受　け、県が認定した介護支援専門員です。

居宅介護支援事業所れいんぼうは、男性３名、女性３名、
計６名のケアマネジャーで運営しています。内、５名は主任
介護支援専門員の資格を所有し、より質の高いケアマネジ
メントを提供できるように、日々研修会への参加や利用者の
カンファレンス、学習会を開催し、質の向上に努めています。
＊主任介護支援専門員とは、５年以上の実務経験があり一定の研

修を受　け、県が認定した介護支援専門員です。

居宅介護支援事業所れいんぼうは、男性３名、女性３名、
計６名のケアマネジャーで運営しています。内、５名は主任
介護支援専門員の資格を所有し、より質の高いケアマネジ
メントを提供できるように、日々研修会への参加や利用者の
カンファレンス、学習会を開催し、質の向上に努めています。
＊主任介護支援専門員とは、５年以上の実務経験があり一定の研

修を受　け、県が認定した介護支援専門員です。

＜＜＜＜＜＜＜＜＜居宅介護支援事業所れいんぼうの役割居居居居宅宅介介宅宅介居宅宅居 介介 支護支援支護支支護護護支援支 事事業事業事事援事援援 業事業所所れれ所所れ業所所業所れれ んいんぼんいんんいいい ぼんぼううののううのぼうぼうぼ のの 割役割割役割割役役役割居居居宅介介居宅宅介介居居宅宅宅介 支支護護支援支護護護護支 事業事援事業業援援事援事事 所れれ業所所れ業業所所れ んぼんんぼんぼいいいいん うののぼう 役のぼぼうううの 割割役割割役役役役割＞＞＞＞＞＞＞＜居宅介護支援事業所れいんぼうの役割＞

○○○
○○○○
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